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イ
イ
ン
ド
の
面
積
は
世
界
の
２
％
し
か
あ

り
ま
せ
ん
が
、
世
界
人
口
の
１５
％
は
イ
ン

ド
人
で
す
。
し
か
し
イ
ン
ド
は
世
界
の
水

資
源
の
４
％
し
か
保
有
し
て
い
ま
せ
ん
。

イ
ン
ド
の
水

（表
流
水
、
地
下
水
）
は
８

割
が
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
世
界
で
最
も
劣

悪
な
水
を
飲
ま
ざ
る
を
得
な
い
国
で
す
。

イ
ン
ド
全
土
の
年
間
降
水
量
は
約
４
，

０
０
０
Ｍ
で
す
が
、
雨
季

（６
月
～
９
月
）

の
三
カ
月
間
に
集
中
し
、
利
用
可
能
な

水
源
は
６
９
０
Ｍ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
降
水
量
は
各
州
に
よ
り
大
き
く
異
な
っ

て
い
ま
す
。
地
下
水
汚
染
も
深
刻
で
す
。

同

国

の
地

下

水

く

み
上

げ

量

は
、

２
０
１
４
年
現
在
で
２
５
ｌ
Ｍ
、
Ｇ
２０

加
盟
国
の
中
で
最
も
多
く
、
２
位
の
中
国

の
２
倍
以
上
で
す
。
過
剰
く
み
上
げ
で
水

位
が
急
激
に
低
下
し
て
い
る
と
同
時
に
水

質
汚
染
が
進
み
、
処
理
な
し
で
は
飲
用
は

不
可
で
す
。
同
国
の
調
査

（２
０
１
４
～

２
０
１
５
Ｃ
Ｇ
Ｗ
Ｂ
）
に
よ
る
と
有
機

物
汚
染
（Ｂ
Ｏ
Ｄ
，Ｃ
Ｏ
Ｄ
、他
）
に
加
え
、

フ
ッ
素
汚
染

（
２０
州
で
２
７
６
ヵ
所
）、

ヒ
素
汚
染

（１０
州
で
８６
カ
所
）、
重
金
属

汚
染

（１５
州
で
１
１
３
ヵ
所
）、
鉄
汚
染

（１
・
０
喝
／
２
以
上
、
２４
州
で
２
９
７
ヵ
所
）

も
深
刻
で
す
。

イ
レ
秒
輻
求
写
，
ネ
ス
覇
躙

英
国
の
調
査
会
社
な
ど
の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
市
場
規
模
は
２
，４
０
０
億
ル
ピ
ー

ガ
ド
瘍
求
謳
粒
陶
瑕

（約

４
，
０
８
０
億
円
、
２
０
１
８
年
）

と
み
ら
れ
、
浄
水
処
理

（生
活
用
水
、

工
業
用
水
、浄
水
場
）
と
排
水
処
理

（下

水
処
理
、
産
業
廃
水
処
理
、
再
生
水

処
理
）
で
各
々
２
，
０
０
０
億
円
前
後
、

水
処
理
膜
市
場
（Ｒ
Ｏ
，
Ｕ
Ｆ
，Ｍ
Ｆ
膜
）

は
１
９
３
億
ル
ピ
ー

（約
３
２
０
億
円
）

と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
（フ
ロ
ス
ト
＆
サ
リ

バ
ン
調
査
）

イ
ン
ド
は
相
対
的
に
今
後
数
年
間
で

‐０
～
‐５
％
成
長
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
中
で
公
共

（国
ま

た
は
州
政
府
）
が
や
る
べ
き
水
イ
ン
７
フ

関
係
の
市
場
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
国
に
資
金
的
な
余
裕
が
全
く
な

い
か
ら
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
統
計
に
載

っ
て
い
る
イ
ン
ド
人
ロ
ー２
億
５
千
万
人
の

う
ち
、
約
１
，９
０
０
万
人

（国
民
の
ｌ
ｏ
５

％
）
し
か
直
接
税

（所
得
税
）
を
納
め

て
い
な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
年
間
所
得

２５
万
ル
ピ
ー

（約
４２
万
円
）
以
下
に
は

所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
い
、
つ
ま
リ
イ
ン

ド
国
民
の
９
割
以
上
が
、
こ
の
所
得
水

準
で
す
。

２
０
１
４
年
に
発
足
し
た
モ
デ
ィ
政
権

は
イ
ン
７
フ
投
資
に
は
国
際
金
融
機
関
や

先
進
国
政
府
の
援
助
資
金
、
外
資
系
企

業
の
投
資
を
働
き
か
け
て
い
ま
す
。
日
本

政
府
か
ら
イ
ン
ド
政
府
へ
の
円
借
款
は
総

額
３
，８
４
１
億
円

（２
０
１
７
年
）
を

超
え
、
一国
に
対
す
る
日
本
の
供
与
額
と

し
て
過
去
最
高
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
投
資
先
も
高
速
鉄
道
、

通
信
、
平
不
ル
ギ
ー

（原
子
力
）
が
主

で
あ
り
、
水
イ
ン
７
フ
は
最
後
で
す
。

今
、
水
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
で
伸
び
て
い
る
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の
は
、
民
間
企
業
に
よ
る
一
卜
一ル
一・一
・・肛
・．一
一

Ｗて
い
ま
す
。
そ
れ
に
続
く
の
―ょ
産
・業
・

廃
水
処
理
、
水
の
再
生
水
処
‐‐‐‐．理
．な
ど

で
す
。
イ
ン
ド
の
水
処
理
プ
ラ
ン
ト

ビ
ジ
ネ
ス
市
場
で
活
躍
し
て
い
る
企

業
、
外
資
系
で
は
水
メ
ジ
ャ
ー
の
ス
エ

ズ
、
ヴ
エ
オ
リ
ア
社
、
国
内
大
手
企
業

で
は
Ｄ

ｏ

ｓ
ｈ

ｉ
ｌ

ｏ

ｎ
，
Ｄ

ｒ
ｉ
‐

ｐ
ｌ

ｅ
ｘ

，
Ｔ
ｈ

ｅ
ｍ
ａ
ｘ
，
Ｖ

ａ

Ｔ

ｅ
ｃ
ｈ
社
な
ど
で
彼
ら
が
市
場
の
約

３０
％
を
占
め
、
６
０
０
社
以
上
の
国
内

中
小
企
業
が
残
り
７０
％
を
抑
え
て
い
ま

す
。
（ヽ
ン
ン
ガ
ポ
ー
ル
ｏヽ
ン
ン
シ
ア
社
調
査
）

黎
ざ
爾
捗
オ
ー
タ
ー
プ
絣
デ
ィ
ア

懺

綽

量

轟

胚

Ｘ

，

鸞

餘

廂

ウ
ォ
ー
タ
ー
イ
ン
デ
ィ
ア
２
０
１
８

Ｅ

Ｘ

Ｐ

Ｏ

が

５

月

２３

日

か

ら

３

日

間

、
ボトル水工場
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イ
ン
ド
の
首
都
一互
―
デ
リ
ー
の
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

水
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
の
会
場
で
は
、
東
南
ア

ジ
ア
の
展
示
会
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
水

の
浄
化
シ
ろ
ア
ム

・
機
器
展
示
、
関
連

す
る
膜
処
理
技
術
、
海
水
脱
塩
な
ど
は
、

ま
っ
た
く
見
ら
れ
ず
、
イ
ン
ド
の
誇
る

Ｉ
Ｔ
技
術
を
水
管
理
に
応
用
し
た
展
示

が
目
立
ち
ま
し
た
。
ブ
ー
ス
で
際
立
っ
た

の
は
イ
ン
ド
三
大
財
閥
の
タ
タ

・
グ
ル
ー

プ
で
す
。
同
グ
ル
ー
プ
は
自
動
車
、鉄
鋼
、

Ｉ
Ｔ
、
電
力
を
主
体
と
し
た
企
業

（売

上
Ｈ
兆
４
千
億
円
、
従
業
員
６６
万
人
Ｈ

２
０
１
７
年
）
が
本
格
的
に
水
事
業
に

乗
り
出
し
て
き
て
い
ま
す
。
タ
タ

ｏ
グ
ル

ー
プ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
責
任
者
に
よ
る
と
、

現
在
の
水
に
関
す
る
事
業
は

ｏ
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
水
資
源
管
理

・
ガ
ン
ジ
ス
川
の
浄
化

ｏ
保
全

・
下
水
処
理
場
の
建
設

ｏ
ス
マ
ー
ト

・
シ
テ
ィ
計
画
で
の

水
の
総
合
管
理

・
ボ
ト
ル
水
の
販
売

そ
の
他
、
安
全
な
飲
料
水
を
リ
モ
ー

ト
エ
リ
ア
に
供
給
で
き
る
５
３ｍ
／
時
能
力

の
小
型
浄
水
装
置
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を

搭
載
し
た
Ｒ
Ｏ
／
Ｕ
Ｆ
膜
使
用
の
小
型

浄
水
装
置
、ト
ラ
ッ
ク
搭
載
型

（山
間
部
、

水
災
害
地
対
応
）
Ｒ
Ｏ
膜
使
用
浄
水
装

置
な
ど
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
イ
ン
ド
で
は
ス
ズ
キ
自

動
車
以
外
、
日
本
の
技
術
は
、
ほ
と
ん

ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
前
述
の
よ
う
に

公
共
の
上
下
水
道
整
備
も
、
政
府
に
そ

の
資
金
が
な
く
水
イ
ン
Ｚ
フ
の
構
築
は
海

外
の
援
助
資
金
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

民
間
向
け
に
は
、
工
場
排
水
処
理
や
再

生
水
ビ
ジ
ネ
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
主
体
と

な
る
水
処
理
膜
は
、
中
国
製
と
思
わ
れ
、

価
格
は
日
本
の
三
分
の
一程
度
、
組
み
立

て
コ
ス
ト
も
日
本
の
五
分
の
一
で
す
。
従

っ
て
日
本
製
品
を
売
り
込
む
の
は
厳
し
い

と
言
え
ま
す
。
日
本
の
水
戦
略
は
イ
ン

ド
の
特
徴
で
あ
る

「格
安
К
呂
度
に
集

積
さ
れ
た
水
に
関
す
る
Ｉ
Ｔ
技
術
」
を

持
つ
企
業
と
組
み
、
日
本
勢
は
世
界
市

場
、
特
に
東
南
ア
ジ
ア
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
拡

大
に
取
り
組
む
の
が
最
善
と
思
わ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
Ｒ
＆
Ｄ
拠
点
と
し
て
の
イ
ン

ド
の
大
学

・
研
究
機
関
の
活
用
で
す
。

イ
ン
ド
エ
科
大
学
マ
ド
ラ
ス
校
や
ア
ン
ナ

大
学

（チ
ェ
ン
ナ
イ
）
が
狙
い
目
で
す
。

イ
ン
ド
は
地
政
学
的
に
優
位
で
中
東

や
中
央
ア
ジ
ア
に
近
く
、
日
本
や
ア
ジ
ア

諸
国
に
と
っ
て
、
重
要
な
交
通
路
で
す
。

ま
た
イ
ン
ド

（印
僑
Ｈ
イ
ン
ド
系
移
民
）

は
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
大
き
な
影
響
力
を
持

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
日
本
に
と
っ
て
イ

ン
ド
と
友
好
的
な
関
係
を
持
つ
こ
と
は
極

め
て
重
要
で
す
。
イ
ン
ド
向
け
水
ビ
ジ
ネ

ス
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
相
手
の
ニ
ー
ズ
、

要
求
度
合
い
を
確
か
め
つ
つ
イ
ン
ド
企
業

や
大
学
と
共
同
歩
調
を
と
り
、
逆
に
彼

ら
の
強
力
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
能
力
を
活
用
し

イ
ン
ド
国
内
市
場
や
ア
ジ
ア
諸
国
、
ア
フ

リ
カ
向
け
水
ビ
ジ
ネ
ス
を
新
規
開
拓
す
る

時
が
来
て
い
ま
す
。

アンナ大学 (チェンナイ市)で講演 (筆者 )

インドの給水塔
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